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橋梁部の段差 橋梁部の破損 擁壁崩壊建物倒壊

「熊本地震」からの復旧・復興

○平成２８年４月１４日（木）２１時２６分 前震発生 M６．５ 震度７
○平成２８年４月１６日（土）１時２５分 本震発生 M７．３ 震度７

<被災状況>

○仮設住宅等の提供：１０，０００戸以上※

○熊本城：本格復旧は２０年以上
復興見学ルートを設定

「復興元年」
平成29年度 くまもとのシンボル「熊本城」復旧プロジェクト

→平成３２年度末までに天守閣を復旧予定
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熊本城 飯田丸五階櫓熊本城 天守閣

<復旧の状況>
○道路、河川、公園：平成３０年度完了予定※

※H29年11月15日時点

積み直し工事を待つ石材 天守閣復旧整備事業

～市民力・地域力・行政力を結集し、
安全・安心な熊本の再生と創造～



「熊本地震」における熊本市電の状況

○激しい自動車渋滞の中、市民や災害ボランティア等の移動を支え、災害時における 市民生活や
復旧活動に貢献。

▲震災前後の利用者状況

市電施設の
被害状況

▲レール破断

▲軌道沈下

全線で10箇所以上の被害が発生
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<参考：バスの状況>
○道路寸断等により、運行本数が大幅に減少。
○激しい交通渋滞により、３０分以上の遅延が多発。

市電利用者（現金・ICカード利用のみ）
（人）



公共交通グランドデザイン（H２４．３策定）

基幹公共交通を補うバス路線網を再編し、
わかりやすく効率的な運行体制を確立する
。

中心市街地と15の地域拠点を結ぶ8 軸
を「基幹公共交通軸」と位置づけ、輸 送力
、速達性、定時性の強化を図る。

▲超低床電車 熊本市交通局

▲連節バス（岐阜バス）

▲乗合ﾀｸｼｰ

地域と協働で「コミュニティ交通」の導入
を進め、公共交通の空白・不便地域の解
消を目指す。

▲ﾊﾞｽ専用ﾚｰﾝ（国道3号）

目指す公共交通の将来像 誰もが安心して移動できる持続可能な公共交通 -3-



基幹公共交通の機能強化
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新町・古町 市立体育館、動植物園
県立図書館
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健軍商店街

人口集積地区

鉄道 ＞ 軌道（市電） バス＞

中心市街地と15の地域拠点を結ぶ8軸を「基幹公共交通軸」と位置づけ、輸送力、速達性、定時性
の強化を図る。

方 針

輸送力・定時性・速達性の比較

先ずは、鉄道・軌道（市電）の既存ストックの有効活用について検討する。

軌道（市電）軸の特徴

ＪＲとの結
節

上
熊
本
駅



交通結節点改善

路面電車優先信号システム
（PTPS）

整備後

熊本市電に関する主な取組①
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整備後

◇熊本駅～辛島町上
熊本駅～辛島町

2.2km   
2.9km

（うち0.3kmは重複区間）
※軌道全延長：12.1ｋｍ

▲JR熊本駅前の軌道敷のサイドリザベーション化 ▲JR新水前寺駅と電停の結節

JR熊本駅

電停



運行系統名称の変更と色分け

市電ロケーションシステム（熊本市電ナビ）

熊本市電に関する主な取組②

全国相互利用ＩＣカードの導入

全国相互利用ＩＣカードが熊本

市電で利用可能！

▲ でんでんnimoca（熊本市交通局）

クリック

◇携帯電話やパソコンから確認可能。
◇主要電停にモニターを設置（H29年度）。
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上熊本駅前

田崎橋

田崎橋

上熊本駅前

通町筋

2電停前の水道町

3電停前の九品寺交差点

6電停前の新水前寺駅前

1 まもなく到着します。

2
あと8分

超低床車

3 あと11分

4 あと20分

全国相互利用ＩＣカード



熊本市電に関する主な取組③

▲ メープル材を使用した内装 ▲ ウォールナット材を使用した内装

◇水戸岡鋭治氏のデザイン（熊本市の歴史・文化を感じる、懐かしくて
新しい、伝統と誇りを表現）

◇C O C O R O ＝ 思いやりの「心」、おもてなしの「心」▲ 新型車両０８００型

電停改良（バリアフリー化）

◇電停改良整備計画

・2010年に整備計画策定

・バリアフリーに対応

・優先順位に応じて改良 を推

進
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低床車両の導入

平成26年10月 新型車両０８００型 を導入

▲ 熊本城・市役所前電停 ▲ 田崎橋電停
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市電利用者

近年の乗車人員の推移

九州新幹線開業［H23年3月］

▲ 熊本市電の乗車人員の推移とバス利用者比率

比率

1.1

市電利用者
（千人/年）
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熊本地震

平成26年度 平成27年度 平成28年度 バ

ス利用者比率（基準年：平成２２年度）



○８方面の「基幹公共交通軸」のうち、鉄道が通っていない

について市電延伸を検討する。

熊本市電延伸の検討①

１ ２ ３

４

５

６７

８

自衛隊ルート

沼山津ルート

南熊本駅ルート

田崎ルート

産業道路ルート

市電延伸検討ルート

５ ６ ８４
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熊本市電延伸の検討②

自衛隊ルート概要

項目 結果

延 長 約１．５ｋｍ、

軌 道 複線

利用者見込み 約５８万人/年

新規公共交通利用者見込み 約４５万人/年

イメージ
（北西から）

～震災復興のシンボルとなる病院へ～

◇熊本地震で被災した熊本市民病院を移転再建
（開院予定：H31年度中）

◇整備形態・効果等
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移動手段の多重化等、災害に強い都市基盤の 形
成の観点からも市電延伸の検討は重要
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